




7 月－ 茅野市民館 10周年記念事業
縄文アートプロジェクト実行委員会
企画室会議
縄文アートプロジェクトの取り組みについて、企画室メンバー

が集まり、協議する会議を定期的に開いています。

7 月－ 脚本研究会
茅野市民館で 2014 年 6 月に開講した、ステージともにつくろ

う！「脚本を創ろう！」（講師：西田豊子さん）の参加者を中心

に、縄文アートプロジェクトの作品づくりに関連して、アイデ

アを出し合い、ストーリー、プロット（ストーリーの一連の出来

事）作成を体験するミーティングを、月 1回ほど開催しました。

2015 年 5月以降は実作に向けて取り組んでいます。

9 月－10 月 「縄文のうた｣詩の公募
縄文アートプロジェクト創作のテーマソングとなる「縄文のう

た」の詩を一般公募しました。「縄文、八ヶ岳など、茅野市の自然

や歴史・文化などを題材とするもの、またはそれらをイメージ

できるもの」を対象に2014年9月1日から10月15日まで募集。

茅野市をはじめ諏訪地方を中心に小学 4年生～ 80 歳代、60 名

から 73 編の応募がありました。

12 月 13 日 「縄文のうた」完成発表会
実行委員会企画室、構成・演出の西田豊子さん、作曲の神山純一

さんによる審査で、2編の詩（『つないで』『まあるい星の まある

いムラで』）を「縄文のうた」に選定。神山純一さんの作曲による

2曲を、「縄文のうた 完成発表会」として 12月 13 日に市民の皆

さんや実行委員会有志、約 40名がステージで披露しました。

　＝「縄文のうた」の活用について＝

茅野の誇る縄文文化の魅力が込められた「縄文のうた」が、プロ

ジェクトを超えて歌い継がれていくことを願い、さまざまな活

用に取り組んでいます。
＊「縄文のうた」収録 CD作成＝関係機関、教育機関に頒布。一般販売。

＊アレンジバージョンによるダンス作成＝ワークショップ開催。

2015 年
2月 20 日

「縄文のうた」踊りワークショップ
みんなまあるく 踊ろうよ！
「縄文のうた」のアレンジバージョンで身体表現を楽しむ、踊り

のワークショップを開催。小笠原大輔さん（岡谷市出身、撫肩

GUYDANCE 主宰）振付による『まあるい星の まあるいムラで』

よさこいバージョンを、楽しく踊りました。



2015（平成 27）年度

2015 年
4月 5日

「縄文のうた」踊りワークショップ
みんなまあるく 踊ろうよ！ 2
「縄文のうた」のアレンジバージョンで身体表現を楽しむ、踊り

ワークショップの第2弾。前回の踊りに加え、新たに『つないで』

フラダンスバージョンを、酒井朝美さん（Halau Lele Koa’ e 主

宰）の振付で踊りました。

4 月 26 日 茅野市民館 10周年記念パーティー
「じょもパ」
11 月の創作上演・発表を前に、より多くの地域住民の皆さんに茅野市民館

に親しんでいただき、創作活動への参加の契機となるよう、新年度の幕開け

となる 4月、「市民館の満 10歳を祝う誕生パーティー」をコンセプトにし

た「茅野市民館 10周年記念パーティー じょもパ」を開催。市民館利用者や

中高生によるステージ発表、ダンス体験、演劇で遊ぶワークショップ、アー

ト展示など参加型の内容を、企画室メンバーと CHUKO らんどチノチノの

中高生が中心となり、企画制作しました。



パフォーミング・アーツ（実演芸術）創作活動

2015 年
5月 10 日

11 日

茅野市民館10周年記念事業　縄文アートプロジェクト

メイキング（パフォーミング・アーツの創作）

オリエンテーション（参加者募集説明会）

参加の動機は「いろいろあって…みんな良い！」 
■茅野市民館の10年間について

辻野隆之

（茅野市民館指定管理者 株式会社地域文化創造 代表取締役社長）

この劇場を地域の皆さんと一緒につくってきた 10年でした。「11年目に、

なにか形になるものをみんなで一緒につくらない？」という市民のみなさんの声を受け、27年度 11 月、皆さんと

一緒につくってきた市民館づくりの通過点として、表現のおひろめをしたいと思っています。地域ならではの劇

場、そこで生まれてくる地域ならではの作品を目指して、皆さんと一緒に楽しんで過ごしていきたいです。

■創作方法について

西田豊子（劇作家、演出家）

すべてのふるさとであり、命をはぐくむ象徴のようなものが八ヶ岳であり、5,000年前から続く人の営みが縄文なのだ

ろうと感じています。これから、ワークショップを通して、出演者もバックステージも発信しアイデアを出し合い、す

べてを一緒に創作していきたいと思います。人が生きていて、心が躍り、動き、葛藤を乗り越え、変化が生まれます。そ

の感動をだれかとわかちあいたいという思いから、おしゃべりが始まり、身振り手振りがついて、抑揚がついて、再現

され、伝えたいというイマジネーションから演劇が生まれたと思います。一人ひとり、生きてこられたかけがえのな

い人生、ドラマが原石として光り輝き存在しています。それを紡げば、素晴らしい作品になると確信しています。

参加の動機は みんな違って みんな OK！ 
アートの Play（あそび）から Play（劇）創作へ 　「八ヶ岳」「縄文」の地から発信しよう！

2015 年
5月
6月
7月

創作活動　第 1ステージ

「体験型ワークショップで想像・創造力をパワーアップ！」
〈仲間〉と出会い、〈感性〉と出会うワークショップ

◎発想力・想像力

五感を活用する→イメージをアクションへ

オノマトペをつなげるドラマづくり（サウンドラマ）

◎何を感じ、どう行動するか

縄文時代にはどんな危機があって、どんなふうに生き抜いただろう…と、参加

者で出し合った 6つの「危機」を題材に、グループごと決定的瞬間をとらえた

現場写真を想定して形をつくってみました。〈いつ、どこ、だれ、なに、なぜ、ど

のように〉の 5W1Hで、「何を感じ、どうしようとしているのか」を形にしまし

た。

◎物語のはじまり

これまでのワークをもとに、それぞれのうちにある創作のヒントと素材を、

〈だれ、どこ、なに〉のアイデアを出して探りました。



8 月
9月

創作活動 第 2 ステージ

「参加者のアイデアや発信をもとに、
ワークショップで作品を創作！」
◎主人公

10～ 70 代の世代別に主人公をつくる。名前・年齢・特徴・成育歴・課題・

目的などを出し合い、人物像を浮かび上がらせました。現代から縄文への扉を

開ける瞬間を〈どこで、どうして、どのように〉を具体的に表現して発表しまし

た。

◎場面づくり

・火を守る人

・信仰と祭り（オベリスク、土偶）

・黒曜石（他地域との交流・採掘する人）

・土器とくらし（食糧）

・自然・大地

キーワードについて調べる→

ディスカッション・発表・共有→

興味と直感で場面づくり

◎タイトル

これまでの創作から個々にタイトル案を出し合い、60 の候補の中から 「とな

りの縄文人」にタイトルが決定しました。

「作品をつくる時は、こんなふうに話し合いを積み重ねていく。これだけ深く

共有できていれば、どんな場面や人物像がきても、深まったり広がったりする

ことはあれ、小さくなったりすることはないですよ」。

（西田豊子さん）

10 月
11 月

創作活動　第 3ステージ

「専門家とともに完成度を高め、いよいよ舞台発表へ！」

7 月 じょもっと活動
創作活動のうち、表現ごとに練習したり、舞台づくりや広報など、分野ごとの

活動もすすめています。



参加者のことば

「表現するってこんなに楽しいんだ」

「自分にはできない、だめだと決めつけていたけど、私にもできるかなと思った」

「皆さんの表現力や積極性に感動した」

「初めて参加して、初めてお会いする人ばかりだけど、皆さん素敵な人たちだなあ。

皆さんと一緒につくっていきたいなあと思った」

「知らない人といろんなワークをして、初めて会ったのにそういう感じがしなくて、近く感じ

て楽しかった」

「こんなにみんなでコミュニケーションとれるのがすごい」

「非日常に触れて楽しかった」

「即興でやるのは大変かなと思ったけど、楽しかった」

「体力・気力・集中力・想像力、すごい使っていると思う」

「月曜から金曜まで仕事と家の往復。こんなにワクワクする時間をここで持てるのがとて

も楽しい」

「当時どんなに命が奇跡的につながっていっただろう。自分たちの力が及ばないとこ

ろ。祈り、大事なものをつないでいくような思いを感じた」



茅野市民館 10周年記念事業 縄文アートプロジェクト実行委員会
事務局：茅野市民館指定管理者 株式会社地域文化創造

〒391-0002　長野県茅野市塚原一丁目1番 1号
Tel：0266-82-8222　Fax：0266-82-8223
休館日：火曜日　（火曜日が祝日の場合その直後の休みでない日）

お問合せ

ブログ　http://jomonartproject.blogspot.jp/

http://www.chinoshiminkan.jp/jomon/公式ホームページ

フェイスブック・ツイッター 　で検索縄文アートプロジェクト
※最新情報をお届けしています

※これまでの取り組みを紹介しています 

主催：茅野市民館 10 周年記念事業 縄文アートプロジェクト実行委員会
共催：茅野市、茅野市教育委員会
後援：茅野市芸術文化協会、茅野商工会議所、茅野ライオンズクラブ、茅野ロータリー
クラブ、諏訪大社ロータリークラブ、（一社）信州・長野県観光協会、諏訪地方観光連盟、
（一社）八ヶ岳ツーリズムマネジメント、信州諏訪農業協同組合、JR 東日本 長野支社、
アルピコ交通株式会社、信濃毎日新聞社、長野日報社、信州・市民新聞グループ（7 紙）、
株式会社長野こまち、月刊ぷらざ、NHK 長野放送局、SBC 信越放送、NBS 長野放送、
TSB テレビ信州、abn 長野朝日放送、エルシーブイ株式会社、FM 長野
 


